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就任のごあいさつ 

　このたび、第13代浦添市長に就任いたしました松本でございます。 

　これからの４年間、行政執行の最高責任者という重責を担うこ

ととなり、その責任の重大さを痛感するとともに、この浦添市に

新しい風を吹き込むべく、決意を新たにしたところであります。 

　儀間前市長は、３期12年にわたって、１期ごとに解決すべき課

題をしっかり選択し、市政運営されて来られました。私は、この

ことに敬意を表するとともに、良い政策はそのまま引継ぎながら、

本市の発展、繁栄に役立てて行きたいと考えております。 

　私が今回の選挙で、市民の皆さまに訴えてきましたことは、行

政サービスの意思決定にあたり、市民とともに考える新しい民主

主義を導入することであります。 

　ご承知のように、本市は待機児童を大変多く抱える自治体の

１つでありますが、これまで、様々な施策を展開しながらも、残

念ながら待機児童解消には至りませんでした。今後は、実際に現

場で苦労しておられる職員や幅広い世代の市民の皆さまに議論に

加わっていただき、認可外保育施設への支援拡充など待機児童解

消アクションプランを策定してまいります。 

　さらには、西海岸第１ステージの利活用、キャンプキンザーの跡地利用、沖縄都市モノレール浦添延伸に伴

う地域の開発など、すべての重要課題について、市民に情報をオープンにして、職員や市議会議員並びに市民

の皆さまの英知を結集して取り組んでまいります。 

　てだこの都市・浦添は、歴史と文化が息づく素晴らしい街です。この浦添の潜在的価値をもっと引き出すた

め、私が培ってきた経験をいかしつつ、国際交流、人材育成、企業経済活動、文化芸術、スポーツ振興を強力

に推し進めてまいります。 

　この４年間、11万浦添市民の幸せのため、全身全霊を捧げてまいります。市民の皆さま、ともに手を取り合

って浦添から、元気、夢、希望、愛があふれる街をつくっていきましょう。 
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▲朝寄の銘書 主に故人の名前 死去年 洗骨年などが記載されている。 

▲2004年度に前田で　発見された朝寄や妻子の厨子甕　 
▲屋嘉比朝寄の厨子甕 
　高さ58cm　胴回り39cm　口径30.5cm　底径25cm

▲厨子甕の調査に携わった皆さん 

みがち 

朝寄の厨子甕 妻・真伊奴の厨子甕 

琉球古典音楽の継承者 

屋嘉比朝寄の厨子甕見つかる！ 
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６
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０
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４
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独
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特
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っ
て
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ま
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